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復
興
予
算
の
執
行
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

本
年
七
月
三
十
一
日
付
朝
日
新
聞
夕
刊
に
お
い
て
、
「
復
興
予
算
の
三
十
五
％

な
お
使
い
切
れ
ず
」
と
の
見
出
し
で
「
復

興
庁
は
三
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
復
興
の
た
め
の
二
〇
一
三
年
度
予
算
（
七
兆
円
余
）
の
う
ち
、
工
事
業
者
ら
へ
の
支
払
い

が
済
ん
だ
割
合
が
六
十
四
�
七
％
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
前
年
度
の
六
十
四
�
八
％
か
ら
改
善
し
て
お
ら
ず
、
約
三
十
五
％
が

使
い
切
れ
な
か
っ
た
。
」
と
の
記
事
（
以
下
、
「
記
事
」
と
す
る
。
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

右
と
「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
七
第
三
二
号
）
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
七
第
一
五
号
）
並
び
に

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
五
第
五
六
号
）
を
踏
ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
八
五
第
五
六
号
）
に
お
い
て
、
円
滑
に
且
つ
迅
速
に
復
興
予
算
が
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
か
と
当
方
が
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
…
政
府
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
復
興
庁
の
体
制
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
同
庁
を
中
心
に
関
係
府
省
の
担
当
者
を
集
め
た
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
を
設
置
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
の
加
速
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
「
記
事
」
が
事
実
で
あ
れ
ば
、
被
災

地
の
復
旧
・
復
興
の
加
速
に
政
府
が
努
め
て
き
た
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ず
、
二
〇
一
三
年
度
に
お
い
て
も
復
興
予
算
が
円
滑

に
且
つ
迅
速
に
使
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
、
前
々
回
質
問
主
意
書
で
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で

一



は
何
ら
明
確
な
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
「
前
々
回
答
弁
書
」
を
作
成
し
た
者
の
官
職
氏
名
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回

答
弁
書
」
で
は
「
復
興
庁
に
お
い
て
起
案
し
、
…
」
と
さ
れ
て
い
る
。
官
職
だ
け
で
な
く
、
氏
名
も
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

二
〇
一
三
年
度
に
お
い
て
も
、
復
興
予
算
の
使
用
率
が
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
あ
ま
り
と
な
り
、
予
算
が
余
る
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
説
明
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
地
元
と
の
調
整
に
時
間
を
要
し
た
こ
と

等
に
よ
り
繰
越
し
又
は
不
用
が
発
生
し
て
い
る
も
の
の
、
同
年
度
の
復
興
関
連
予
算
の
不
用
率
は
平
成
二
十
四
年
度
の
復
興

関
連
予
算
の
不
用
率
と
比
べ
減
少
し
て
お
り
、
…
」
と
あ
る
。
で
は
、
二
〇
一
三
年
度
の
不
用
率
が
前
年
度
と
比
べ
て
ど
れ

だ
け
減
少
し
た
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

三

二
の
減
少
幅
は
、
政
府
と
し
て
「
減
少
し
た
」
と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
「
不
用
率
が
十
分
に
減

少
し
て
い
な
い
」
と
、
本
来
な
ら
政
府
と
し
て
真
摯
な
反
省
を
国
民
に
示
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

二


